
６広報せきかわ　2008・５月号

村のわだい TOP I CS

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

保育園

平成20年度の園児・児童・生徒数の状況

小学校

中学校

下　関

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計

3 6 11 31 30 24 105

6 11 9 15 41

1 6 3 4 14

3 6 18 48 42 43 160

大　島

女　川

計

関

土　沢

安　角

女　川

川　北

計

関　川

1  年 2  年 3  年 4  年 5  年 6  年 計

23 28 25 27 40 27 170

6 8 7 7 3 9 40

1 2 1 5 5 4 18

12 9 12 4 13 10 60

6 5 6 6 4 16 43

48 52 51 49 65 66 331

1  年 2  年 3  年 計

74 65 61 200

関
川
中
学
校
の
入
学
式
で
は
、

新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ
新

入
生
が
堂
々
と
入
場
。
緊
張
と

期
待
を
胸
に
、
伝
統
あ
る
関
川

中
生
徒
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。

特別列車「こがね号」に

ミニ大蛇が乗車
４月５日と６日、米坂線特別列車「こ

がね号」に、ミニ大蛇が乗車しました。
こがね号に乗車するのは昨年に引き続

き２回目。車内でのミニ大蛇パレードや
村の観光ＰＲ、小国駅で新潟地鶏の販売
などを行い、関川村をアピールしました。

観
光
協
会
・
・

温
泉
旅
館
組
合

が
接
遇
研
修

春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
接

客
サ
ー
ビ
ス
の
心
構
え
な
ど
を
学

ぶ
接
遇
研
修
会
が
、
三
月
二
十
八

日
、
高
橋
屋
観
山
荘
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
観
光
協

会
と
温
泉
旅
館
組
合
の
主
催
で
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
。
旅
館
従
業

員
な
ど
約
四
十
人
が
、
お
客
様
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

講
師
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
菊
野
麻
子
さ
ん
。「
お
客
様
の
心

を
つ
か
む
の
は
、
第
一
印
象
を
良

く
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
」
と
講

義
。
参
加
者
は
、
菊
野
さ
ん
の
お

話
し
の
後
、
ペ
ア
を
作
り
実
践
形

式
で
第
一
印
象
を
良
く
す
る
練
習

を
熱
心
に
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

大
き
な
希
望
を
胸
に

青
春
の
日
々
へ

入
園
式
・

入
学
式

村
内
保
育
園
の
入
園
式
が
四
月

四
日
、
小
・
中
学
校
の
入
学
式
が

四
月
七
日
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま

し
た
。

三
つ
の
保
育
園
に
入
園
し
た
の

は
四
十
一
人
。
ま
た
、
五
つ
の
小

学
校
で
は
四
十
八
人
、
中
学
校
は

七
十
四
人
が
そ
れ
ぞ
れ
入
学
し
、

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
が
新
た
に
仲

間
入
り
し
ま
し
た
。
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�
関
小
学
校

▲

▲下関保育園
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村のわだい TOP I CS
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きれいな
村づくりへ

４月６日、村内一斉クリーン作戦、荒川クリーン
作戦が、行われました。また、４月に入り村内各集
落ではえざらいも行われ、きれいな村づくりのため、
村民一丸となって汗を流しました。
皆さん、たいへんお疲れさまでした。

早
朝
か
ら
行
わ
れ
る
村
内
一

斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
。
道
路
脇

や
側
溝
な
ど
に
捨
て
ら
れ
て

い
る
可
燃
ご
み
や
空
き
缶
な

ど
を
熱
心
に
拾
い
集
め
て
い

ま
し
た
。

各
集
落
で
行
わ
れ
て
い
る
え

ざ
ら
い
。
道
路
側
溝
の
ふ
た

を
は
が
し
な
が
ら
、
て
い
ね

い
に
排
水
路
な
ど
を
清
掃
し

て
い
ま
し
た
。

荒
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
清

流
荒
川
の
環
境
を
守
る
た
め
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
て
、
一

般
の
方
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
団
員
、
保
護
者
な
ど
約
三

百
人
が
参
加
。

働働働働
協協協協

表
彰

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
、
長

年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
増
進
に

尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

＊
敬
称
略

■
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

▽
加
藤
　
克
夫
（
鮖
谷
）

▽
須
貝
　
サ
チ
（
中
束
）

▽
大
嶋
　
末
三
（
上
野
新
）

■
全
国
民
生
児
童
委
員
連
合
会
会

長
表
彰

▽
加
藤
　
克
夫
（
鮖
谷
）

▽
須
貝
　
サ
チ
（
中
束
）

▽
内
山
　
　
保
（
大
島
）

■
平
成
十
九
年
産
Ｊ
Ａ
岩
船
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
高
品
質
・
良
食
味
米
共

進
会
表
彰

・
団
体
の
部
　
最
優
秀
集
落
賞

▽
大
石
農
家
組
合

・
個
人
の
部
　
最
優
秀
賞

▽
村
田
　
正
一
（
宮
前
）

関
川
学
研
究
紀
要
第
１
号
を
発
刊

〜
関
川
学
研
究
会
〜

関
川
学
研
究
会
が
「
関
川
学
研

究
紀
要
」
の
第
一
号
を
、
二
月
に

発
刊
し
ま
し
た
。

関
川
学
研
究
会
（
会
長
・
伊
東

正
夫
）
は
、
関
川
村
に
係
る
学
術

的
考
察
や
研
究
、
資
料
収
集
な
ど

を
行
っ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
、
平

成
十
七
年
に
発
足
。
現
在
十
六
人

の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
紀
要
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
研

究
を
重
ね
て
き
た
「
村
に
残
る
米

沢
街
道
の
痕
跡
」
「
ホ
タ
ル
の
飛

ぶ
村
」
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
。

ま
た
、
三
月
二
十
五
日
に
は
村

民
会
館
で
総
会
が
行
わ
れ
、
二
十

年
度
の
研
究
発
表
や
紀
要
第
二
号

の
発
刊
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

「
関
川
学
研
究
紀
要
第
一
号
」

は
、
村
民
会
館
図
書
室
で
ご
覧
い

関川学研究紀要第１号

た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
会
長
・
伊
東
正
夫

�
六
四
―
〇
四
〇
三

▽
事
務
局
・
村
民
会
館
内

�
六
四
―
二
一
三
四関川学研究会の皆さん

▲
▲ ▼


